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TOEICSOO点以上を目標とする効果的教授法

－3年次学生対象の授業実践を通して一

桑本裕二

AnEffectiveTeachingofTOEICTestAimingattheScoreofover300:
ACaseStudyoftheClassesfor3rdYearStudents

YujiKuwAMoTo

(2007年11月15日受理）

Thispaperdescribesaneffectiveteachingmethodhowtogetthescoreofover300in

TOEICTest. Comparedtotheaveragescoreof446ofthestandardapplicantsofTOEICIP

Test (thedataweresurveyedin2006),theaveragescoreof3rdyearstudentsinourcollege
issaidtobeverylow(around300). IsuggestthatsuchrelativelyeasyquestionsasinPart

Iorllforthelisteningcomprehensionarethemosteffectivetoteachstudentswiththescore

ofaround300. InfactlwasabletorisethescoreoftheTOEICTestofthestudentsin3Min

2006uptoaround300ontheaveragebythismethod. Toafurtherapproachtogethigher

score,weneedtofindmoreeffectivewaytoteach4thand5thyearstudentstoget,ultimately,

upto470(theminimumscoreoftheRankC(cf.theaveragescoreofnewemployeesin2006's
TOEICIPTest:466)) inthefuture.

はじめに1． 本稿は，筆者が2006年度に3年次を対象に行った

TOEIC対策の授業において，平均300点以上を達成

するために有効であったと思われる教授法の実践を

報告したものである。「目標300点（以上)」という，

平均的TOEIC受験者からすれば極端に低いスコア

の達成のためには, Partl, IIなどの比較的簡単

な問題の反復練習が最も効果的であり， それらの重

点的な対策演習の授業への導入の実践により担当授

業受講者のスコアが目標をほぼ達成したことをデー

タとともに報告する。さらに，今後に向けてのさら

なるスコア向上に対して必要なことを考察し， 4．5

年次における英語授業のありかたについての指針を

提言する。

秋田高専における英語教育のなかで, TOEICテ

ストに対する取り組みは，近年の就職，進学へ向け

ての様々なニーズに対応して，避けることのできな

い課題であり，学生に対する効果的な教授法を模索

することは，英語担当教員にとって責務であるとい

える。ところが, TOEICテストの到達スコアと，

それに見合う英語運用能力， また, TOEICテスト

の平均的受験者の標準的な語学力と，本校の学生の

平均的英語運用能力を相互的に考盧する場合，本校

の学生にとって最適の語学技能検定試験であるとは

言い難い。

現在のところ，本校3年次学生が, TOEIC受験

と授業によるTOEIC対策の重点的な取り組みの対

象となっており，当面は全員300点以上を目標とし

ているものの'， ここ数年の実績で，平均点で300点

前後という現状である。

2. TOEICスコアと英語運用能力

TOEICテストは， リスニングセクションとリー

ディングセクションの2部構成でなっており， それ

ぞれに問題が100問ずつ，合計200問の4択， もしく

は3択の客観式問題となっている。それぞれのセク

ションで正解数に応じて評価される換算スコアがあ

[ 2006年11月に審査を受けた秋田高専のJARF]F]基準は，専攻

科のTOEIC400点相当以上を修了要件としている。
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を裏付ける根拠は, TOEICLPIの要望スコアや，

英語教員に望まれる基準となっているのが730点以

上ということなどである。

TOEICLPI (LanguageProficiencylnterview)

は, TOEICテストが， 「聞く」「読む」という受動的

な能力を測定することに対し， 「話す」という能動的

な英語運用能力を評価することを目的として開発され

たもので,TOEICの管理するホームページ「TOEIC

LPI とは (URL:http://www.toeic.or.jp/lpi/

about/what)」に， 「目安としてTOEIC730点以

上の英語力をお持ちの方に受験をお勧めいたします｡」

と記載されている。烏飼(2002:56f.)は, TOEIC

LPIに要望されるスコアの基準(730点以上）につ

いて, ｢730点以下ということは英語の基礎が不十分

り， その合計でトータルスコアが示される。おのお

の5点刻みに5～495点に換算されるので，結果的

にトータルスコアは10～990点となる。

このトータルスコアと，期待されるコミュニケー

ション能力レベルの相関は, TOEICの実施団体で

ある財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

によると，以下のとおりである（(財）国際ビジネ

スコミュニケーション協会2007c)。

表1 TOEICスコアとコミュニケーション能力レベルと

の相関表

と
なのであるから，読む，聞くの学習をやり直した上

でないと，話す力を測定しても意味がない（下線は

筆者)」とまで言っている。

山田(2005:161)は，文部科学省が「戦略構想」

の中で英検準1級, TOEIC730点以上, TOEFL

550点以上を英語教員に望まれる英語力の基準とし

て掲げた例を引き合いに出し， その基準の妥当性は

検討の余地があるとしながら，一般的な見地として，

｢教える」側の資質としてTOEIC730点以上という

点がとらえられていると指摘している。

次に，実際のTOEICテスト受験者に関するデー

タを検討してみる｡ (財）国際ビジネスコミュニケー

ション協会(2007b)によると，様々な集団の平均

スコアは以下のとおりである（データは2006年度実

施分のIPテスト2の平均)。

表2 2006年度実施IPテストの集団別平均点

IPテスト全体の平均は446点である。さらに正式

な公開テストの場合は，全体の平均点は2006年度で

570点であった。つまり, 100点以上の差が生じてい表1のそれぞれのランクに記されている内容と，

真に国際的なコミュニケーションを行うことを望ま

れる， あるいは要求される現状とを結びつけるなら

ば， ランクB以上と考えるのが妥当である。 これ

2 1nStitUtiOnalPrOgram.団体特別受験制度に基づく，学校，

企業単位で受験できる準公式なテスト。本校におけるTOEIC

テスト対応は, IPテストを原則としている。

平成20年2月

レベル
TOEIC

ニスコア 評価（ガイドライン）

Non-Nativeとして十分なコミュニケー

ションができる。

自己の経験の範囲内では，専門外の分野の
話題に対しても十分な理解とふさわしい表
現ができる。

NativeSpeakerの域には－歩隔たりがある
とはいえ，語彙・文法・構文のいずれをも
正確に把握し，流暢に駆使する力を持って
いる 0

どんな状況でも適切なコミュニケーショ

ンができる素地を備えている。
通常会話は完全に理解でき，応答もはやい。
話題が特定分野にわたっても，対応できる
力を持っている。業務上も大きな支障はな
い。

正確さと流暢さに個人差があり，文法・構
文上の誤りが見受けられる場合もあるが，
意思疎通を妨げるほどではない。

日常生活のニーズを充足し，限定され

た範囲内では業務上のコミュニケーショ

ンができる。

通常会話であれば，要点を理解し，応答に
も支障はない。複雑な場面における的確な
対応や意思疎通になると，巧拙の差が見ら
れる。

基本的な文法・構文は身についており，表
現力の不足はあっても， ともかく自己の意
思を伝える語彙を備えている。

通常会話で最低限のコミュニケーシヨ

ンができる。

ゆっくり話してもらうか，繰り返しや言い
換えをしてもらえば，簡単な会話は理解で
きる ◎

身近な話題であれば応答も可能である。
語彙・文法・構文ともに不十分なところは
多いが，相手がNon-Nativeに特別な配慮を
してくれる場合には，意思疎通をはかるこ
とができる。

コミュニケーションができるまでに至っ

ていない。
単純な会話をゆっくり話してもらっても，
部分的にしか理解できない。
断片的に単語を並べる程度で，実質的な意
思疎涌の役には立たない。

集団 IPテストスコア

企業・団体（新入社員） 466

企業・団体（全体） 465

全体平均 446

大学 430

学校（全体） 424

短大 395

高校 391

高専 349
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ることになる。だから，公開テストも含めた実際の

受験者の平均点は， さらに高得点だということにな

る。

で，問題なくコミュニケーションを行うための最低

のTOEICスコアとして, 730点が妥当である旨を

述べたが， それはすぐに対応するにはあまりに困難

であるとして，秋田高専の3年次学生に対して当面

目標とすべき点について考えてみたい。

そもそもなぜ本校においてTOEICIPテストを

実施し， またある程度のスコアを要求すべく対処し

てきたのかというと，卒業後の就職先の企業で要望

される（らしい）英語連用能力に対応するためであ

るo大学進学においても昨今は重視の傾向にある

が4，行き着く先は同じで，大学卒業後の進路であ

る企業での要求に対応するということのために

TOEICスコア向上を目指しているといえる。そう

だとすると，表2における「企業・団体（新入社員)」

（ただしデータは大卒）の平均466点というのは目標

の一つと考えていいだろう。ちなみに， この点は表

1のランクCの最下端付近に当たっており （ランク

Cは470～730), ランクCの記述内容からしても妥

当な目標となりうる。

また，毎年秋田高専で，校内実施のTOEICIP

テストの成績優秀者に対し，校長から「学術奨励賞」

という賞が授与される。 これに該当するのはIPテ

スト大学平均点であり， 2006年度の場合は表2にし

たがい， 430点以上であった。これも，上記の新入

社員平均点を最下点とするランクCに準ずるもの

として，学校として奨励するに足るものと認識して

いることを示すものである。

秋田高専専攻科では，取得を要望する最低限の点

として， 2005年度以降入学者（修了年度は2006年度

以降）に対して, ｢TOEIC400点相当以上」が修了

要件の一つとして明文化された。これは本校専攻科

学生に対して，原則的にはTOEICIPテストもし

くは公開テストにおいて400点以上をとることが義

務づけられたことを意味する。これに連動する形で，

本科生に対しては，卒業までに最低300点をとるこ

とを奨励してきている。これは強制力を持つもので

はなく， あくまでも要望事項であるが，学校の本科

学生に対する英語運営の当面の目標と筆者は認識し

ている。

「卒業までにTOEIC300点以上」を目標とする

ために， その2年前の3年次においてどのような指

導が有効なのであろうか。表3をみると，おおむね

平均点は300点に近いものとなっていることがわか

る。個々のクラスにおける授業は，当該年度の方針

や担当教員の指導法，受講学生の基礎的な学力など

によって様々となっており, 300点をはるかに超え

3． 秋田高専において目標とするスコア

この現状の中で，表2からは， 「高専」のスコア

の平均点は企業・学校（中学以下を除く）の中では

最低であり， しかも直前の「高校」と比べても42点

差と，水をあけて低いことがわかる｡

秋田高専においては, 2001年度より3年次学生を

主な対象としてIPテストを実施してきている。 IP

テスト実施以降の第3学年在籍学生に対しては，開

講授業「英語」 （通年週4時間）の授業をもっぱら

TOEIC対策にあて，年度末の時期（通常’月末～

2月初めの休日）にIPテストを実施してきた。こ

れは，就職に向けて， また，当面の最近の傾向とし

ての大学進学に対する英語運用能力を確認， さらに

その向上を目指すものであった。 IPテストの受験

対象者は3年生全員と， その他の学年（専攻科も含

む）の希望者である｡表3は，毎年恒例で行ってい

るIPテスト3の3年次学生の平均点の年次ごとの実

績である。

表3秋田高専におけるIPテスト3年次学生の平均点

※黒字は筆者担当分

2001年度から2006年度まで6ヶ年の実績があるが，

同一年度のクラスによるばらつき， または，年次に

よる得点の増減はあるものの， おおむね300点前後

という結果である．。つまり，表2における「高専」

全体の平均点よりずっと低く， また，全体の平均点

から比べるとさらに差があるということになってし

まっている。

この状態を将来にわたって少しでも向上させなけ

ればならないというのが，英語担当教員に課せられ

た責務であると自覚しているが， まずは，具体的な，

希望も含めた目標を定める必要があると思う。上記

3年1回の3年生対象のIPテストの他にも，毎年数回希望者

に対してIPテストを実施してきている。 ‘語学授業のクラス編成，単位振替制度などに対応している。

秋田高専研究紀要第43号

年度 M E C B

2001 297 292 266 290

2002 343 338 298 322

2003 263.8 319.7 339.6 255.2

2004 292.3 287.0 263.7 253.6

2005 331.4 306.7 293.5 339.8

2006 294.8 308.0 277.9 284.8
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は形式が一部変更されている6｡ 2006年度に本校で

実施したIPテストは旧方式で行われた。

るものから， 250点程度のものまで存在する。表3

における太字の数値は，筆者が授業担当したクラス

の実績である。 2004年度3Cを除けばほぼ「平均

300点程度」を達成したことになる。

2006年度に筆者が担当した3Mにおいて，受験

者の得点分布は以下のようになる。

表5TOEICテスト問題形式（旧方式）

表4 2006年度3MTOEICIPテスト得点分布

これに基づき， リスニング・ リーディングのそれ

ぞれに対する有効な対策法を示す。

4.1． リスニング対策について

本校学生の英語のリスニング能力に関しては，桑

本(2006)で示したとおり, TOEICIPテストの実

績，英検の実績からして， （少なくもリーディング

能力との比較において）ほぼ学年相応の能力がある

とみなしていい。また，菅原（2005）は， リスニン

グ強化に重点をおいた授業方式がTOEICスコア向

上に有効であると報告している。以上をふまえると，

特にリスニング強化に重点をおく授業は， ある程度

の基礎力のある学生にとってはリスニングセクショ

ンでの正解率を高めることにつながると期待できる。

本校学生がTOEICテストに取り組むにあたって

の最大の弱点は，扱われているトピックや状況に不

慣れである点である。学生生活では経験したことの

ないような企業のオフィスでのやりとり，海外出張

の提出文書の処理，営業上のトラブル対応など，適

切に英語を聞き取る以前の背景知識がほとんどなく，

その状況下で理解するのには相当の忍耐力，集中力

を要する。さらに，第2節で述べたように，平均的

な受験者の平均点はずっと高スコアの域にいて， そ

のような受験者と全く同じ問題に取り組むわけだか

ら，当然理解の及ぶ問題の率は下がる。また， フル

スコア(990点）を目指す受験者にとっても手応え

のある難易度の問題とならざるをえないため， 300

点程度の受験者には極めて難解な問題に思えるので

ある。特にリスニングセクションでは，難易度が話す

スピードに依っている傾向が強いように感じられる。

このような状況の中で，筆者は比較的容易である

このクラスでの実績は平均点294.8で，平均点300

点にはわずかに及ばなかった。しかし， この得点分

布をみると, 300点をわずかに下回る250点以上のと

ころに人数が集中しており， この層の受講者の能力

をすこしでも上げることができれば，平均点300点

以上， さらに卒業時全員300点以上の目標を達成で

きるはずである。

次節では,‘ この「TOEICスコア300点以上」を目

標とするために有効であると考えてきたことを述べ

る。これは, 2006年度3Mの授業で特に工夫して

取り組んだ点であり，授業を実践しての反省も含め

た考察である。

4. TOEIC300点獲得に有効なこと

4.0．

第2節で述べたように, TOEICテスト全体から

みて，適度な英語運用能力という点からして， 300

点というスコアはあまりに低すぎるといって過言で

はない。しかしながら，第3節で考察したように，

300点を目標にせざるを得ない本校本科の現状にお

いて， どのようにすればこの目標を達成できるのか

ということを考察した。

TOEICテストはリスニングセクションとリーディ

ングセクションの2部構成であるが， それぞれの問

題形式は次のようになっている。表は2006年度の

IPテストまで使用された旧方式のものでそれ以降

‘公開テストでは2006年度5月実施分から新方式が採用されて

いる。

5在籍44名中，留学生1名，欠席者1名を除く。

平成20年2月

リスニングセクション（45分間）

I Photographs 写真描写問題 20問

11 Question-Response 応答問題 30問

111 ShortConversations 会話問題 30問

1V ShortTalks 説明文問題 20問

リーディングセクション（75分間）

V IncompleteSentences 文法・語彙問題 40問

VI ErrorRecognition 誤文訂正問題 20問

VII ReadingComprehension 読解問題 40問

スコア 人数

400- 1

350-395 5

300-345 14

250-295 17

200-245 4

-195 1

合計 425
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と思われる形式はPartlとPartllであると感じる。

Partlは, 1枚の写真に対する4種類の叙述

(A～D)から正解を選択するものである。一つ一

つの叙述は短い1文であり，写真は風景や部屋の様

子などがほとんどで，企業などが背景の一般社会な

らではの状況というものはそう多くないし， それを

考慮しなければ解答できないとも思われない。授業

による問題演習でも，正解率は常に60％～70％， 10

問連続で行えば全問正解する学生もいたほどで， こ

のパートは強化する意味があると考える。

Partllは，短い質問に対する応答（通常は質問

に対する表現どおりの答であるが， 「わかりません｡」

｢xxxに聞いて下さい」などの変則的な解答も存在

する）を選ぶものである。この問題形式は，高専学

生にわかりにくい一般社会の状況下が主であるが，

多くは簡単な英会話における反射的な決まり文句で

あったり，質問文の種類(yes-no疑問文vs.wh-

疑問文）などによってある程度応答が予測できたり

するので，学習者は聞き取りがしやすく， また，教

える教員は適切な指導を行いやすい。そして何より，

このPartはリーディングも含めた中で唯-3択問

題になっているので， さらに取り組みやすくなって

いる。

Partlll,PartlVは， スコア300点前後の学生に

とっては聞き取り，理解ともに極めて困難であると

感じられる。

Partlllは, 2人の話者による対話が1往復半な

される内容を聞き取り， それぞれに用意された質問

に対する解答を4つの中から選択するものである。

このパートは発話のスピードも速く，音の聞き取り

そのものが困難であることと，会話の場面も一般社

会，特に会社や企業での日常のものがほとんどとな

り，高専生になじみがないため，内容の理解は非常

に困難となるo

PartlVは, 1人の話者の演説，放送，挨拶など

の発話に対し， 2～4問の問題が当てられ， それら

に対して解答するものである。これは, Partlll同

様，発話のスピードが速いことに加えて， 1つのナ

レーションに対して複数の問題に対応しなければな

らず， スコア300点程度の能力のものにとってはさ

らに困難な内容となる。

これまで数年にわたる3年生向けの授業での演習

を通して，現段階での本校3年生の実力から考えて，

リスニングカの向上をPartlll, IVを使って行う

ことはほとんど意味がないと判断される。スコア

300点程度であれば， それ相応の能力に見合った演

習をする必要があり， リスニングセクションに関し

ては, Part1, 11のみを扱うのが適当で, Part111,

1Vはもう少し英語運用能力のついている受講者に

対しての効果的な教授法があると考えられる。

4.2． リーディング対策について

リーディングについては， たとえば, 2006年度の

本校3年生の実績でリスニングと対比させると次の

表のとおりとなる。

表6 2006年度実施IPテスト3年クラス別平均点

いずれのクラスの実績でもリーディングのスコア

が低くなっている。これは, IPテスト全体平均を

みても同じ傾向であるため，本校実績のみがリスニ

ングに偏重しているとは必ずしも言えないが（2006

年度IPテスト全体： リスニング： リーディング＝

254：192,差：62)，全国平均に比べて差が大きいこ

と， そして，本校実績のリーディングスコア100点

前後というのは，期待できる得点率は, 100問中30

問程度正解ということになり7，文法の基礎ができ

ているとはとてもいえないことが明らかで，問題形

式に対する効果的な対策を考察する以前に，本格的

にTOEIC対策に応じる3年次以前の1．2年次の

英語カリキュラムにおいて，文法・読解の基礎を重

視することを検討する必要がある。

5． 実践

5.1. 2006年度3Mの平均的英語力の現状

筆者が授業実践した2006年度3Mの英語力に関

していくつかのデータを示す。

表7 2004年度1年生一斉テスト （英語）結果

？ この換算スコアは（財）国際ビジネスコミュニケーション協

会(2005, 2007a)の掲載された公式問題(2回分）に対する

換算表から推察できるものである。なお， 旧方式のものはす

でに絶版となっており， （財）国際ビジネスコミュニケーショ

ン協会(2005, 2007a)は新方式でのものであるが，正解率と

換算スコアの関係はほぼ同じに設定されていると考えられる。
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Listenin9 Rea 9 total L-R差

M 188.3 106.4 294.8 81.9

E 192.9 115.1 308.0 77.8

C 173.2 104.7 277.9 68.5

B 183.9 100.9 284.8 83.0

M E C B 平均

平均点 57.0 57.0 57.4 60.1 57.9
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表7は, 2006年度3年次学生がその2年前(2004

年度）の入学時に受けた一斉テストの結果である。

これにより，同一学年における相対的な学力に注目

すると，機械工学科（当時1M)は電気情報工学科

(当時1E)とならんで最も平均点が低いことがわ

かる。

2年次で取得を奨励している英検準2級の当該学

年終了時(2005年度）での実績は次のとおりである。

表9 2006年度3年次「英語」の授業時間配分

教室で行う授業では， リスニング教材として

『TOEICテスト リスニング強化でまずは400点」

(千田潤一・鹿野晴夫・水島孝司著，明日香出版社，

2002)を用い，簡単な対話形式の文の反復聞き取り，

音読などを演習し， アルクネットアカデミーだけでは

不十分な文法・読解対策として，問題集(｢TOEIC

テスト新模試600問」アルク, 2003)のリーディン

グセクションを演習した。

教室で行う週2時間の授業において, IPテスト

実施(2007年2月3日）直前の時期を見込み, 2007

年1月以降の授業をすべて以下の方式に変更した。

表8 2005年度第2学年英検準2級取得状況

各クラスごとの分布が表7とはかなり異なってい

るのがわかる。当該クラス（当時2M)は, 2C

(当時）とほぼならんで英検取得率が最も高くなっ

ている。この2つのクラスはいずれも筆者が授業担

当したものであり， その点からしても，第2学年修

了までにこれら2つのクラスはほぼ同等の英語力を

もっていたといってよい。

これらの結果をふまえて2006年度3MのTOEIC

IPテストの結果（表6)を見ると，英検取得率で

は突出して低かった3Eの躍進は別として，当該年

度開始直前にほぼ同等の英語力と見なされた3Cf>,

3Bよりはるかに高得点を示す結果となった。これ

は，第4節で述べた考察に基づく実践が効果的に働

いたことを裏付けるものである。次節にその実践を

報告する。

リスニング対策

時期：2007年1月11日， 18日， 25日， 2月1日授業

分計4回

内容:TOEICPartl, IIのみの問題演習, 1回

(100分授業) 100問程度

使用問題集：

『TOEICテスト新模試600問』アルク, 2003

｢TOEICテストスーパー模試600問」アルク, 1998

この期間の授業で特に重点をおいたことは， とに

かく学生に対してPartlとPartllに注意を集中

させること， また，解説はさておき問題量をこなす

ということであった。この授業実践を通して，学生

はPartl, IIは， それでも容易な部類に入る問題

形式であることがわかり， そのような内容であれば

どうにか集中力が持続することを発見し， そういっ

た体験をふまえて本番のIPテストに臨むことにつ

ながっただろうことが推察される。この実践をうけ

て，表6に示した結果がある。入学当初はさほどで

もなかったクラスの平均的な評価スコアが，比較的

容易な内容の問題演習に偏重した教授法を行うこと

により， そうしなかったクラスよりも高いものにな

ることが実証された。

5.2． 授業の実践

第3学年で開設されている「英語」 （通年週4時

間， 4単位）は，数年来TOEICテスト対策に当て

られ， 当該年度末に実施しているTOEICIPテス

トの受験に対応している。現行では全学科共通のシ

ラバスに基づいて授業運営されるが，細部は各担当

教員に任されている。2006年度は筆者の他に常勤教

員1名（2クラス)，非常勤講師1名（1クラス）

が授業担当に当たっていた。

基本となる授業進行は，週4時間のうち， 2時間

を情報処理センターの情報教育ルームでのオンライ

ン英語学習システム「アルクネットアカデミー」を

もちいた学習指導， あと2時間を教室でのその他の

活動にあてられた。

5.3． 今後の3年次授業へむけて

筆者は前節の報告のとおり，幾分偏りのある方法

で授業実践を行い， ある程度の結果を残すことがで

きた。現在のところ， 3年次に対する授業は原則的

に全教員一律の授業形式を保ち，部分的にのみ各担

平成20年2月

時間数 2 2

場所 情報教育ルーム 教室

内容
･オンライン学習 ・ リスニンク

・ リーディング

M E C B 全体

在籍者 42 46 45 42 175

取得者 21 15 24 16 76

率(％） 50.0 32.6 53.3 38.1 43.4



-115-

TOEIC300点以上を目標とする効果的教授法

当教員に個別の運営を任されているに過ぎない。今

後，一つの有効な手段として筆者が行った方法を3

年次授業で他の教員も一律行うことを英語科目担当

教員全体としての方針とすべきかどうかに関しては

慎重にならなければならないだろう。今回筆者が行っ

た方法が， あらゆる状況，場合において有効かどう

かはわからない。現段階での3年次学生の英語力が，

たとえば表3における300点以下のクラスがすべて

300点以上となるとすれば，かなりの向上といえる

だろうが， そのためにはそれぞれの担当教員が独自

の教授法をさらに研究し実践していくことが望まれ

るのみである。

本校の英語教育全般としてみた場合，今後の授業

運営に関して，今よりも授業担当教員ごとに任せら

れるものに変更していくことも，様々な結果ととも

に方法論の可能性が広がるという意味で検討してい

い点であると考える。

す。音声の聞き取りに加えて，一般社会での様々な

状況にも慣れさせるなど，総合的な聞き取り能力を

養成することが必要となる。

6.3． オンライン英語学習システム「アルクネット

アカデミー」の効果的利用法について

2006年度より3年次英語および専攻科英語におい

て，オンライン英語学習システムである「アルクネッ

トアカデミー」を用いて授業を行っている。本校に

導入されたコースは「初級・中級者のための

TOEICテストスコアアップコース」で，名称から

察するに，初歩的な内容であると思われたが，筆者

が2006年度の3年次授業（本校で報告した3Mの

授業）を実践して感じることは，実際には，特にリ

スニングのスピードが速く， 自習用に学習者が自分

に合った速度に調節できるものの，問題演習などは

大変難しいという印象であった。今後3年次授業に

継続的に使っていくことは考え直す必要があると思

われた。

また，当システムはもともと自習用に考案された

ものであるので，授業で教師がリードして解説など

加えるという展開には不向きであることが，実践を

通して体感された。今後は，学生の自習用として開

放し，適宜進行状況を把握するという方法に切り替

えるべきであると思う。

6． さらに高得点をめざすために

60.

第2節で述べたように, TOEICテストで達成を

確かめるに足る本来の英語運用能力は，本校学生の

平均的能力とは相当の差がある。第3節では，高専

生が卒業を見越して目標とすべきスコアは，新入社

員平均点， ランクC最下点付近の470点とみなすの

が妥当であると指摘した。そうなると，現段階で卒

業までに全員300点以上という校内における目標を，

将来的には平均470点程度に高めることが究極の努

力目標であるといえる。3年修了時から卒業までの

2年でどのような指導をすれば有効であるのかにつ

いて考えてみる。

6.4． 高学年の英語教育で必要な授業方法とTOEIC

本6節は， あくまでもTOEICテストでの高得点

をねらうために授業を通して実践できる可能性を述

べたものであるが，本来の高学年教育でもっとも必

要なことは，桑本・菅原(2007)で述べたように，

長文読解とプレゼンテーション能力の養成である。

そのため, TOEIC対策だけに時間を割くことがで

きないという現状は変わらず， これの実現のために

は英語単位の増設，担当教員の増強など，抜本的な

改革が必要になろうかと思う。また，山田(2005:

181）の指摘にもあるように，英語能力検定試験は

あくまでも受験者の英語力を測るためのものであっ

て， それによって受験者の能力を高めるためのもの

ではないから，授業で問題対策ばかりをし，ややも

すると解答の形式的なテクニックを探るといった本

末転倒な方向に教授法研究が進んでいかないとも限

らない。

検定試験対応は，英語教育全体に対しては，補助

的な位置付けにすべきなのかもしれない。

6.1． リーディング

リーディングについては，基礎力の低さから，低

学年次における文法強化が必要であるが， とりあえ

ずIPテスト全員受験を経た高学年次学生に対する

授業では，速読の訓練が必要となるだろう。特に

PartVIIでは精綴な読みよりも， すくいとり

(skimming)やざっと目を通すこと (scanning)

が要求される。これらを体系的に授業で演習する必

要がある。

6.2． リスニング

3年次の授業で, Part1, 11の演習を重点的に行

うとして，次の段階としてはPart111, 1Vの本格

的な導入と反復練習により，細部への聴解をうなが

秋田高専研究紀要第43号
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ビジネスコミュニケーション協会TOEIC

運営委員会（2005）

（財）国際ビジネスコミュニケーション協会

『TOEICテスト新公式問題集Vol.2｣ (財）

国際ビジネスコミュニケーション協会

TOEIC運営委員会(2007a)

（財）国際ビジネスコミュニケーション協会

「TOEICテスト DATA&ANALYSIS

2006」（財）国際ビジネスコミュニケーショ

ン協会TOEIC運営委員会, PDFファイ

ル9p. (2007b)

(URL:http://www.toeic.or.jp/

toeic/pdf/data/DAA2006.pdf)

（財）国際ビジネスコミュニケーション協会

「TOEICスコアとコミュニケーション能力

レベルとの相関表」 （財）国際ビジネスコ

ミュニケーション協会TOEIC運営委員会，

PDFフアイル1p. (2007c)

(URL:http://www.toeic.or.jp/

toeic/pdf/data/proficiency.pdf)

桑本裕二「高学年・専攻科における英作文指導の必

要性とそのあり方一秋田高専における現状

をふまえて一」『秋田工業高等専門学校研

究紀要』第41号, 56-62, (2006)

桑本裕二・菅原隆行「5年次学生に対する長文読解

およびオーラルレポートの実践一英語の実

用的読解力および表現力養成をねらって－」

「秋田工業高等専門学校研究紀要」第42号，

58-65, (2007)

菅原隆行「低学年における英語の基礎力とTOEIC

の成績の関連性」「全国高等専門学校英語

教育学会研究論集』第24号, 55-63, (2005)

烏飼玖美子「TOEFL・TOEICと日本人の英語力」

講談社現代新書， （2002）

山田雄一郎『日本の英語教育』岩波新書, (2005)

7． まとめ

以上, 2006年度3Mに対して行った授業の実践

を通してTOEICテストへの対応のしかたについて

論じた。

TOEICテストの標準的な受験者の目標スコアは

730点以上と考えるのが妥当であり，本校3年次学

生のここ数年の実績は平均で300点前後で， これは

730点に比べると極端に低いと言わざるをえない。

300点前後の3年次学生に対しての効果的な授業教

授法は，初歩的である，特にリスニングセクション

のうち, Part1, 11の集中的な反復練習が効果的

であることがわかった。その際，初歩段階では極め

て難解なPart111, 1Vに対する対策はほとんど行っ

ても意味がなく，全く対応しなくてもこの段階では

かまわない。

この方法で, TOEICクラス平均300点以上はほぼ

達成可能であるが，様々な状況からして本校卒業ま

でにランクCの最下点である470点を将来的な目標

にしたいところである。そのためには， 3年次以降

の， 4．5年次の英語科目に対して， リーディング，

リスニングのPart111, 1Vなどの難解な形式に対

する具体的な教授法を画策する必要があるが，桑本・

菅原(2007)では高学年ではプレゼンテーション能

力養成も見込んだ精読中心の長文読解が最も効果的

な授業方法であると報告した。TOEICや英検など

の客観的な外部評価による英語能力の指標をどのよ

うに本校の英語教育に反映させていくべきなのか，

専攻科における効果的な英語教育法のありかたも含

めて，本質的に考えていかなければならない時期に

きていると思う。
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